
令和２年度 第１回田川市経営評価改革推進委員会 会議録 

日時：令和２年８月１１日（月）１３時３０分から１６時５０分まで 

場所：田川市役所１階大会議室 

 

出席者 

委員 美谷委員（副委員長） 横道委員 佐藤委員 兒島委員 

嶋津委員 花石委員 

事務局 総務部経営企画課 安藤課長 郡谷課長補佐 

同課企画政策係  平塚係長 原田主任 

事業担当課 産業振興課 田辺課長  同課農業振興係 江口係長 松熊主任 

たがわ魅力向上課 勢嶋課長  

経営企画課 企画政策係 川邊主事 

 

田川市未来創生総合戦略における具体的施策の実績に対する委員意見 

 

１ 具体的施策Ⅰ－④ ６次産業化の推進 

 ・事業の目的と現在の成果、課題が分かりづらい 

手段を明確にしながら、数値で示すことで分かりやすくなるのではないか 

 ・パプリカの栽培について、先進地に複数名の研修生を派遣して研修を受け、技術を持

って帰ってくるような仕組みの検討もできないか 

 ・販路の開拓・拡大についての今後の方針を明確にしてほしい 

 ・今後農業分野においても ICT の導入を視野に入れて検討するべきである 

 ・取組の方向性は良いが、次期戦略では目標設定の仕方などは十分に検討する必要があ

る 

 

２ 具体的施策Ⅰ‐⑤ 就業に関する意識・技術向上のための研修事業の実施 

 ・地元企業等と講座内容について協議する必要があるのではないか 

 ・介護や福祉部門で人手不足、定着率の低下が生じているが介護福祉分野での就職に繋

げるような施策の検討を加えてはどうか 

 ・商工会議所との連携を強化するべき 



 ・３０代の転入数増加などの新たな動きもみられるため、対象とする範囲を広げてはど 

うか 

 

３ 具体的施策Ⅳ‐④田川地域の中核となる賑わい拠点の整備 

・令和２年度の取組が、予算執行にとどまり「課題解決のための手段」となっていない。 

・具体的施策で「賑わい」拠点整備としているのであれば、何らかの「賑わい」創出の

取組を行い、KPI も「賑わい」をはかるものに変えてはどうか 

 

４ 具体的施策Ⅰ－① 観光の振興 

 ・既存の観光資源（市内在住者は気づかない田川の魅力）の掘り起こし、今あるもので 

観光創出の工夫ができるのではないか 

 ・社会情勢を踏まえて、個のニーズに対応するものや体験型などの観光資源創出が必要 

 ・北九州方面からの田川の認知度が低い。現在コロナの影響で「近場への観光」が主流

になってきているため、北九州への PR は効果的なのではないか 

 

５ 具体的施策Ⅰ-② スポーツ合宿の誘致 

 ・目指す姿はもっと検討を加えるべき。誘致のみにとどまらず、相手国との交流なども 

含めて事業として検討してほしい 

・バリアフリー化された本市体育館やトレーラーハウスを活用してどのようなことがで

きるのか、例示したパンフレットを作って具体的なイメージができるようにして集客を

図った方がよいのではないか 

・食に関する施設がないため、合宿の誘致を考える上では近隣の飲食店等も含めた PR

が必要ではないか 

 ・トレーラーハウスの利活用について、寄附をしていただいた方々や市民が納得できる 

ような活用法を明確に示してほしい 

 


